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江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
孚

向

井

健

一
　
は
し
が
ぎ

二
　
「
民
法
假
法
則
」

三
　
む
す
び

の
編
纂
と
、
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

一
　
は
し
が
き

　
明
治
初
年
の
身
分
法
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
意
を
は
ら
う
べ
き
は
、

前
時
代
よ
り
承
纏
せ
る
武
家
法
と
庶
民
法
と
の
封
立
で
あ
ろ
う
。
相
綾
制
度
の

領
域
に
お
い
て
も
、
こ
の
一
事
は
き
わ
め
て
重
親
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
お
も
う
に
、
明
治
相
綾
法
史
の
問
題
黙
は
、
家
督
相
績
に
封
す
る
遺
産
相

績
、
長
男
子
相
綾
に
封
す
る
分
割
相
綾
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
相
並
行
し
、

か
つ
そ
れ
ぞ
れ
は
、
密
接
な
關
蓮
を
保
ち
つ
つ
、
明
治
前
期
の
約
三
十
年
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
（
2
）

わ
た
つ
て
は
げ
し
い
も
み
あ
い
を
つ
づ
け
、
大
き
な
渦
を
え
が
い
て
い
た
。

　
さ
て
、
明
治
新
政
府
が
相
績
人
に
つ
い
て
は
じ
め
て
規
定
を
設
け
た
の
は
、

　
　
　
　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

明
治
三
年
十
二
月
二
十
七
日
、
各
府
・
縣
・
藩
に
頒
布
さ
れ
た
新
律
綱
領
に
お

　
　
　
（
3
）

い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戸
婚
律
立
嫡
蓮
法
條
に
み
え
る
、

　
凡
嫡
長
子
孫
亡
没
疾
病
等
ノ
故
ナ
ク
シ
テ
庶
子
ヲ
立
ル
者
ハ
杖
七
十
循
ホ
嫡

　
子
ヲ
改
立
セ
シ
ム

が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
は
十
五
年
に
奮
刑
法
の
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
原
則
と
し

て
は
華
士
族
李
民
の
い
ず
れ
に
も
適
用
さ
れ
た
。

　
家
督
相
績
に
關
す
る
最
初
の
私
法
的
立
法
は
、
六
年
一
月
二
十
二
日
に
獲
せ

ら
れ
た
太
政
官
布
告
第
二
十
八
號
で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
は
、

　
総
領
ノ
男
子
他
へ
養
子
二
遣
シ
或
ハ
父
ノ
心
底
二
不
感
縁
故
有
之
者
へ
厄
介

　
二
遣
シ
ソ
ノ
家
ハ
次
三
男
或
ハ
他
人
ヨ
ア
モ
當
主
ノ
存
寄
ヲ
以
テ
相
績
願
出

　
候
節
ハ
聞
属
不
苦
候
事

と
定
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
、
同
年
四
月
二
十
七
日
附
司
法
省
よ
り
の

伺
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
七
月
二
十
二
日
に
い
た
り
、
同
章
は
第
二
六
三
號
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
三
一
七
）



　
　
　
　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

政
官
布
告
を
も
つ
て
、

　
家
督
相
．
績
ハ
必
ス
絡
領
ノ
男
子
タ
ル
ヘ
シ
若
シ
亡
没
或
ハ
屡
篤
疾
等
不
得
止

　
ノ
事
故
ア
レ
ハ
其
事
實
ヲ
詳
ニ
シ
次
男
三
男
又
ハ
女
子
へ
養
子
相
績
願
出
ツ

　
ヘ
シ
次
男
三
男
女
子
無
之
者
ハ
血
統
ノ
者
ヲ
以
テ
相
績
願
出
ツ
ヘ
シ
若
シ
故

　
ナ
ク
順
序
ヲ
越
テ
相
績
致
ス
者
ハ
相
當
ノ
餐
可
申
付
事

　
　
　
　
　
　
　
（
4
》
（
5
）
（
6
）

と
改
正
せ
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
後
述
す
る
と
お
り
、
太
政
官
布
告
第
二
十
八
號
が
下
令
さ
れ
る

に
さ
き
だ
つ
五
年
十
月
よ
り
、
司
法
省
内
に
お
い
て
昆
法
典
の
編
纂
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
同
省
の
統
率
者
た
る
司
法
卿
江
藤
新
李
は
、
み
ず
か
ら
民
法
會
議

に
出
席
し
て
審
議
を
か
さ
ね
て
い
た
。
長
男
子
箪
猫
相
綾
を
是
と
す
る
見
解

と
、
こ
れ
を
否
定
す
る
主
張
と
が
眞
向
か
ら
相
封
立
し
、
編
纂
委
員
の
意
見
が

分
裂
し
た
の
は
、
民
法
會
議
の
議
事
が
軌
道
に
乗
り
か
け
た
翌
十
一
月
中
旬
の

こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
顛
末
は
、
つ
ぎ
に
し
る
す
ご
と
く
で
あ
る
が
、
民
法
編

纂
と
い
う
公
け
の
場
で
偶
獲
せ
る
こ
の
論
議
は
、
時
の
立
法
者
た
ち
の
思
考
を

如
實
に
し
め
す
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

　
ま
こ
と
に
、
明
治
相
綾
法
史
を
究
明
す
る
う
え
か
ら
も
、
こ
の
相
績
論
雫
の

有
す
る
歴
史
的
意
義
は
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
信
頼

す
べ
き
原
資
料
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
論
戦
の
纏
過
を
世
に
紹
介
す
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。（

1
）
　
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
、
關
西
大
學
で
開
か
れ
た
法
制
史
學
會
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
み
ハ
　
　
　
　
　
　
（
一
二
　
一
　
八
）

　
五
同
班
究
大
會
）
の
席
上
．
筆
者
は
、
「
明
治
相
績
法
史
の
問
題
黙
」
と
題

　
す
る
研
究
報
告
を
行
つ
た
。

（
2
）
　
明
治
期
に
先
行
し
た
江
戸
時
代
の
農
民
相
績
に
つ
い
て
は
、
從
前
よ

　
り
か
な
り
の
論
議
が
存
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
近
時
、
熊
谷
開
作
教
授

　
に
よ
り
そ
の
問
題
鮎
が
簡
明
に
指
摘
さ
れ
た
。
熊
谷
「
江
戸
時
代
農
民
相

　
績
論
の
展
開
」
阪
大
法
學
・
第
二
九
號
七
九
頁
以
下
滲
看
。

（
3
）
　
新
律
綱
領
の
頒
布
さ
れ
た
日
附
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
新
律
綱
領

　
の
施
行
に
關
す
る
一
考
察
」
明
治
初
期
刑
法
史
の
碑
究
・
五
五
頁
註
（
1
）

　
参
看
。

（
4
）
　
明
治
初
年
の
相
績
に
關
す
る
主
な
立
法
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
石
井

　
良
助
「
長
子
相
綾
制
」
（
昭
和
二
五
年
と
一
〇
頁
以
下
、
同
「
明
治
丈
化

　
史
・
法
制
編
」
（
昭
和
二
九
年
）
六
二
八
頁
以
下
、
高
柳
眞
三
「
明
治
家
族

　
法
史
」
（
昭
和
二
六
年
）
九
四
頁
以
下
、
同
「
明
治
初
年
の
養
子
法
」
（
一
）

　
國
家
學
會
雑
誌
・
第
四
一
巻
六
號
八
六
頁
以
下
、
中
川
善
之
助
・
宮
澤
俊

　
義
「
法
律
史
」
（
昭
和
一
九
年
）
私
法
史
・
一
四
七
頁
以
下
、
青
山
道
夫

　
「
長
子
相
績
」
日
本
家
族
制
度
の
研
究
・
一
六
七
頁
以
下
な
ど
参
看
。

（
5
）
　
石
井
良
助
博
士
が
、
太
政
官
布
告
第
二
六
三
號
が
明
治
八
年
ご
ろ
よ

　
り
「
卒
民
に
も
適
用
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
」
（
前
揚
・
石
井
「
明
治
丈
化

　
史
・
法
制
編
」
六
二
九
頁
）
と
読
か
れ
る
こ
と
に
罫
し
、
熊
谷
教
授
は
批

　
判
的
で
あ
る
。
熊
谷
開
作
「
家
族
法
－
法
禮
制
準
備
期
1
」
日
本
近

　
代
法
褒
達
史
・
第
三
巻
・
四
三
頁
参
看
。

（
6
）
　
太
政
官
布
告
第
二
六
三
號
が
爽
せ
ら
れ
た
こ
ろ
、
地
方
官
か
ら
家
督

　
相
績
に
關
す
る
伺
が
、
数
多
く
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
六
年
九
月
、
左
院
民
法
課
か
ら
総
裁
に
さ
し
だ
さ
れ
た
「
家
督
相
績
法
拉



贈
遺
規
則
草
案
」
の
前
文
に
、
「
近
來
地
方
官
伺
書
御
下
問
十
二
七
八
ハ

家
督
相
綾
法
二
有
之
、
畢
覚
第
二
十
八
號
御
布
告
ハ
其
綱
領
ノ
ミ
ニ
而
、

條
例
御
示
無
之
故
之
儀
と
存
候
」
と
み
ゆ
（
石
井
良
助
「
左
院
の
民
法
草

案
」
（
一
）
國
家
學
會
雑
誌
・
第
六
〇
巻
一
號
三
〇
頁
）
。

二
　
「
民
法
假
法
則
」

　
る
相
績
論
孚

の
編
纂
と
、
民
法
會
議
に
お
け

　
明
治
五
年
四
月
二
十
五
日
、
江
藤
新
李
は
左
院
副
議
長
よ
り
韓
じ
て
司
法
卿

　
　
　
　
　
（
－
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）
　
　
亀
）

の
要
職
に
就
任
し
、
同
じ
年
の
十
月
十
日
よ
り
、
司
法
省
に
お
い
て
民
法
會
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
開
催
し
て
宿
願
と
す
る
民
法
典
の
編
纂
を
強
力
に
推
進
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
昨
年
、
筆
者
は
先
學
の
麟
尾
に
附
し
、
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
な
る
拙
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

草
し
て
こ
の
間
の
事
情
の
一
端
を
考
察
し
た
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
、
川
島
武
宜
教
授
・
利
谷
信
義
氏
の
螢
作
「
民
法
（
上
）
ー
法
髄
制
準
備
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ー
」
が
世
に
お
く
ら
れ
た
の
は
、
奇
縁
で
あ
つ
た
。
お
も
う
に
、
明
治
初
期

民
法
編
纂
史
の
研
究
に
お
い
て
、
つ
ぎ
に
き
た
る
べ
き
要
請
ほ
、
草
案
相
互
間

の
蓮
關
性
の
追
求
、
な
ら
び
に
各
草
案
の
性
格
の
理
論
的
究
明
と
そ
の
史
的
意

義
の
明
確
化
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
黙
よ
り
み
る
に
、
川
島
・
利
谷
爾
氏
の
論
稿

は
き
わ
め
て
示
唆
的
な
專
論
で
あ
り
、
今
後
の
考
究
に
大
な
る
礎
石
を
與
え
る

功
績
を
み
と
め
る
の
に
吝
か
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
前
述
せ
る
ご
と
く
、
司
法
卿
江
藤
の
主
宰
に
か
か
る
司
法
省
民
法
會

議
は
明
治
五
年
十
月
に
獲
足
し
、
毎
月
三
・
八
・
五
・
十
の
日
を
會
日
と
定
め

　
　
　
　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
綾
論
争

司
法
省
御
傭
外
人
ブ
ス
ケ
（
O
Φ
o
茜
霧
霞
葱
奉
切
o
房
唱
9
）
と
左
院
御
傭

　
　
　
　
　
　
（
8
）

外
人
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
（
》
ぎ
Φ
客
O
冨
巨
窪
U
9
国
o
毎
由
9
9
）
を
中
心
に
審

議
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
成
果
が
、
翌
六
年
三
月
十
日
に
完
成
し
た

「
民
法
假
法
則
」
全
九
雀
八
十
八
ヵ
條
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
内
閣
文
庫
藏
「
民

　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

法
口
授
」
の
同
日
條
に
、
「
假
法
則
民
法
謹
書
ノ
部
出
來
二
付
同
十
二
日
二
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

院
へ
差
出
ニ
ナ
ル
」
と
あ
る
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

　
そ
の
後
、
司
法
省
民
法
會
議
は
、
「
民
法
假
法
則
」
第
八
十
九
條
以
下
を
編
製

す
べ
く
、
新
た
に
司
法
省
御
傭
外
人
ガ
ス
ト
ン
・
ガ
リ
！
（
O
器
ε
昌
O
巴
『
）
、

さ
ら
に
は
明
法
大
馬
の
松
下
直
美
ら
の
援
助
を
う
け
つ
つ
績
纂
を
す
す
め
た
の

　
　
　
（
1
1
）

で
あ
つ
た
が
、
す
で
に
手
塚
豊
博
士
が
闘
明
さ
れ
た
と
お
り
、
そ
れ
は
六
年
七

月
ご
ろ
ま
で
開
か
れ
た
と
お
ぼ
し
く
、
そ
れ
以
降
は
中
絶
の
止
む
な
き
に
い
た

　
　
（
E
）
（
B
）
（
14
）

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
明
治
五
年
の
秋
よ
り
六
年
前
牟
に
か
け
て
司

法
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
昆
法
假
法
則
」
編
纂
の
民
法
會
議
は
あ
え
な
く

　
（
1
5
）

潰
え
、
「
民
法
假
法
則
」
は
途
に
陽
の
目
を
み
る
こ
と
な
く
闇
に
葬
ら
れ
る
こ

と
と
な
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
司
法
省
民
法
會
議
の
席
上
、
出
席
者
の
間
で
相
績
制
度
の

問
題
を
め
ぐ
つ
て
論
議
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
事
實
は
、
看
過
し
え
な
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　
五
年
十
月
十
日
よ
り
開
會
さ
れ
た
民
法
會
議
は
、
籔
同
の
討
議
を
経
た
後
、

同
月
二
十
八
目
に
は
、
御
傭
外
人
を
除
く
編
纂
委
員
で
「
是
迄
ノ
決
議
復
校
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
三
一
九
）



　
　
　
　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
争

（
「
民
法
會
議
筆
記
」
）
を
行
い
、
衣
同
す
な
わ
ち
同
月
三
十
日
の
會
議
よ
り
、

當
時
大
外
史
の
職
に
あ
り
司
法
省
御
用
験
勤
の
箕
作
麟
群
の
翻
謬
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
y
（
π
）

「
佛
蘭
西
法
律
書
民
法
」
の
第
三
十
四
條
以
下
の
逐
條
的
審
議
に
入
つ
た
の
で
あ

（
B
）
つ
た
。
ま
ず
、
「
民
生
ノ
謹
書
」
を
「
身
分
謹
書
」
と
改
め
た
後
、
ブ
ス
ケ
が
、

「
日
本
二
養
子
家
督
相
績
等
ノ
コ
ド
ア
リ
身
分
二
關
ス
ル
蝋
關
セ
サ
ル
カ
未
タ

ワ
カ
ラ
ス
故
二
先
出
塵
婚
姻
死
去
ノ
三
ツ
ニ
シ
テ
後
二
家
督
養
子
等
ケ
條
ヲ
立

書
加
ヘ
シ
」
（
「
民
法
口
授
」
）
と
主
張
し
た
の
に
封
し
、
列
席
の
一
人
、
司
法

　
　
　
　
　
　
（
19
）
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

権
大
判
事
玉
乃
世
履
は
、
「
相
綾
ヲ
書
入
レ
サ
レ
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
「
日
本
ハ
苗
字
二

財
産
力
付
キ
居
ル
ナ
レ
ハ
相
績
ヲ
入
レ
サ
レ
ハ
甚
六
ケ
シ
キ
ナ
リ
」
（
「
民
法
會

議
筆
記
」
）
と
護
言
し
た
が
、
後
ち
、
「
家
督
ノ
者
財
産
遺
物
二
關
ス
ル
條
後
二

極
ム
ヘ
シ
」
（
「
民
法
口
授
」
）
と
要
協
し
た
。

　
こ
え
て
翌
十
一
月
十
八
日
、
こ
の
日
は
、
江
藤
司
法
卿
以
下
、
楠
田
英
世
明

法
麹
細
川
婆
郎
奪
麹
・
秀
・
獄
外
杢
名
ー
ブ
ス
ケ
・
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

ユ
・
ブ
ス
ケ
i
、
な
ら
び
に
書
記
と
し
て
小
田
切
盛
徳
・
依
田
董
・
大
園
孝

　
　
　
（
器
）

賛
・
後
藤
正
の
十
名
が
参
集
し
て
い
た
。
「
佛
蘭
西
法
律
書
民
法
」
の
第
六
十

一
條
よ
り
審
議
が
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
第
三
章
「
婚
姻
ノ
謹
書
」
（
第
六
＋
三
條

以
下
）
に
關
し
て
は
、
ブ
ス
ケ
が
編
製
し
、
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
が
麟
課
し
た
草
案

　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

が
席
上
に
さ
し
だ
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
審
按
中
、
婚
姻
法
に
蓮
關
し

て
妾
の
問
題
が
ブ
ス
ケ
よ
り
提
起
さ
れ
、
江
藤
は
こ
こ
に
塵
妾
と
い
う
重
大
な

決
意
を
心
中
ひ
そ
か
に
期
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
三
二
〇
）

　
卿
　
目
本
二
於
テ
妻
妾
並
立
難
シ
必
ス
妾
ヲ
禁
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ

　
　
　
（
中
略
）

　
卿
　
慶
妾
ノ
説
ヲ
起
ス
席
中
同
読
後
目
ノ
共
議
ヲ
期
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
「
民
法
口
授
」
よ
り
引
用
。
卿
は
江
藤
司
法
卿
を
指
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
ま
こ
と
に
、
進
取
果
断
の
司
法
卿
江
藤
な
れ
ば

こ
そ
で
あ
つ
た
ろ
う
。

　
つ
い
で
、
「
日
本
嘗
時
跡
式
其
父
死
二
瀕
ス
ル
ト
キ
遺
金
ノ
書
類
ア
レ
ハ
其

通
リ
衆
子
二
配
金
イ
タ
シ
逡
書
ナ
ケ
レ
ハ
惣
領
ノ
子
皆
之
ヲ
領
ス
ル
等
ノ
咄
シ

ヲ
シ
フ
ス
ケ
至
極
感
心
ス
ト
云
右
ハ
日
本
封
建
ノ
制
度
ノ
法
ナ
レ
ハ
今
郡
縣
ノ

御
改
革
相
成
ル
上
ハ
矢
張
家
督
跡
式
Z
法
佛
國
ノ
法
二
依
テ
御
施
行
可
相
成
哉

ノ
旨
ヲ
読
」
（
「
民
法
口
授
」
）
い
た
の
で
あ
る
。
相
績
制
度
の
問
題
を
め
ぐ
つ

て
出
席
者
の
間
に
は
げ
し
い
懸
酬
が
か
わ
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
直
後
の
こ
と
で

あ
つ
た
。

フ細卿卿

嫡
男
二
相
績
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
日
本
ノ
法
大
切
ナ
リ
攣
易
ス
ヘ
カ
ラ
ス

英
米
モ
同
シ
相
績
法
也

封
建
攣
シ
テ
郡
縣
ト
ナ
レ
ト
モ
家
法
ハ
封
建
也
家
ヲ
郡
縣
ノ
如
ク
分
チ

衆
子
二
財
産
ヲ
分
配
ス
ヘ
シ

家
ヲ
分
ケ
郡
縣
ニ
ス
レ
ハ
財
産
分
レ
テ
家
産
少
分
ニ
ナ
ル
一
膣
國
ノ
富

彊
ヲ
成
シ
得
難
シ
故
二
人
二
家
財
ヲ
分
タ
ス
代
々
相
績
ス
ル
ヲ
善
ト
ス

然
レ
ト
モ
又
代
々
富
ヲ
保
ツ
者
遊
惰
二
生
長
ス
ル
ノ
弊
害
ア
リ
其
得
失



細フ卿卿フ卿

如
何

衆
子
二
家
産
ヲ
分
配
ス
レ
ハ
其
贈
遺
ヲ
得
ル
子
多
ク
シ
テ
遊
惰
ノ
子
濁

リ
嫡
子
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
ニ
男
三
男
迄
モ
遊
惰
二
成
ル
是
國
ヲ
弱
ニ
ス
ル
也

此
庭
二
大
論
ア
リ
財
産
ノ
分
レ
テ
富
ノ
保
チ
難
キ
ハ
尤
ノ
コ
ト
也
故
二

佛
國
二
於
テ
ハ
嫡
男
二
財
産
ヲ
譲
ル
コ
ト
ハ
勿
論
二
男
三
男
二
分
ツ
ハ

父
ノ
了
簡
次
第
ニ
シ
テ
部
分
ヲ
極
メ
テ
譲
ル
ナ
リ
其
鯨
ハ
皆
嫡
男
二
■
家

財
ヲ
與
ル
ナ
リ
ソ
レ
故
二
嫡
子
相
綾
シ
テ
代
々
永
綾
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル

ナ
リ

日
本
ニ
テ
ハ
家
産
少
ナ
レ
ハ
衆
子
二
分
テ
ハ
皆
貧
騰
二
落
ツ
八
百
爾
ヲ

四
人
二
分
レ
ハ
ニ
百
爾
ノ
小
商
ト
ナ
ル
ニ
百
爾
ヲ
叉
四
人
二
分
レ
ハ
商

費
モ
出
來
サ
ル
ニ
至
ル
ナ
リ

其
父
隠
居
ナ
レ
ハ
ヨ
ρ
シ
カ
ル
可
シ
若
シ
蕪
族
其
外
俄
二
攣
死
等
ノ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）

ト
ニ
係
レ
ハ
其
子
皆
以
乞
食
ノ
愛
ア
リ
惣
餌
ノ
一
人
ハ
塞
餓
ヲ
冤
ル
位

ノ
コ
ト
ニ
テ
日
本
ノ
人
民
ハ
纒
カ
ノ
活
計
二
過
サ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
佛
國

法
二
一
概
成
シ
難
シ

俄
二
攣
死
等
ノ
後
歎
人
ノ
子
皆
遣
金
ニ
テ
生
活
ス
ル
ニ
非
ス
衆
子
皆
其

手
足
ノ
力
智
力
ノ
働
キ
ニ
テ
生
活
ス
ル
謹
ニ
テ
其
本
元
手
足
ノ
助
二
成

ル
爲
メ
ノ
邊
金
ヲ
衆
子
二
配
分
ス
其
助
ケ
金
ヲ
得
テ
衆
子
生
活
ノ
便
宜

ヲ
得
ル
趣
意
ナ
リ

大
家
ノ
主
ハ
衆
多
ヲ
要
セ
ス
讐
ヘ
ハ
一
萬
爾
ノ
働
キ
ァ
ル
家
主
十
入
ア

　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
綾
論
雫

卿　フフフ卿フフフ

ラ
ソ
ヨ
リ
ハ
十
萬
爾
ノ
働
キ
ヲ
爲
ス
一
人
ア
リ
テ
九
人
ハ
其
手
足
ノ
働

キ
ニ
服
ス
ル
方
ヲ
善
ト
ス

右
ノ
子
細
ヲ
詳
ニ
セ
ン
ト
問
　
甚
不
承
知
ノ
髄
ニ
テ
問
フ

其
子
細
ハ
百
萬
爾
ノ
人
ハ
E
大
ノ
商
家
其
外
豪
放
ノ
働
キ
ヲ
ナ
ス
千
爾

内
外
ノ
商
人

ハ
論
二
關
ラ
ス
國
ノ
爲
メ
大
關
係
ア
ル
ハ
十
萬
爾
ヲ
利
多

シ
F
ス

國
ノ
爲
メ
ト
ノ
論
読
ハ
印
尤
ト
存
ル
也

併
シ
分
ッ
ノ
利
方
ハ
萬
金
ヲ
一
人
シ
テ
持
學
問
ス
レ
ハ
一
人
ハ
智
者
ニ

モ
ナ
ル
ヘ
シ
ナ
レ
ト
之
ヲ
干
人
，
二
分
テ
ハ
九
百
九
十
九
人
モ
智
者
ヲ
生

ス
是
レ
國
ノ
大
盆
ナ
リ
且
萬
金
ヲ
千
金
二
分
ッ
ト
錐
ト
モ
其
家
追
々
萬

金
ノ
富
ヲ
保
ツ
者
モ
出
來
ル
尤
大
商
ハ
會
祉
ヲ
結
フ
ノ
法
ア
リ
之
二
因

テ
大
商
費
ヲ
爲
ス
ヘ
シ

商
吐
モ
千
金
ノ
人
多
ヨ
リ
モ
萬
金
ノ
一
人
ノ
方
大
利
ア
ル
ヘ
シ

此
論
一
得
一
失
ア
リ
テ
決
シ
難
シ
ト
錐
ト
モ
相
績
法
ハ
日
本
ノ
法
換
フ

ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
衆
議
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
レ

此
財
産
分
配
論
ハ
千
七
百
八
十
九
年
頃
ヨ
リ
佛
國
中
二
起
リ
ナ
ホ
レ
オ

ン
ニ
至
テ
全
備
セ
リ
ト
云

今
日
ノ
議
ニ
テ
ハ
財
産
相
績
ノ
規
則
ヲ
立
其
後
婚
姻
ノ
規
則
ヲ
立
ツ
ヘ

シ
ト
云

日
本
ニ
テ
ハ
主
人
ノ
ミ
ヲ
奪
フ
ノ
法
ノ
ミ
ア
リ
テ
家
族
ヲ
保
護
ス
ル
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
三
一
二
）



　
　
　
　
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

　
　
法
無
シ
佛
國
ニ
テ
ハ
主
人
モ
妻
モ
子
モ
保
護
ス
ル
ノ
規
則
ヲ
立
ル
ナ
リ

　
細
　
家
ハ
郡
縣
ノ
組
立
ヨ
リ
封
建
ノ
組
立
ヲ
善
シ
ト
ス

　
フ
　
村
邑
ニ
テ
ハ
産
業
ヲ
一
家
中
二
螢
ム
方
然
ル
ヘ
シ
町
家
ニ
テ
ハ
成
丈
ケ

　
　
　
家
産
ヲ
分
ツ
方
然
ル
ヘ
シ

　
　
　
　
（
「
民
法
口
授
」
よ
り
引
用
。
細
は
細
川
、
フ
は
ブ
ス
ヶ
を
指
す
）

　
「
嫡
男
二
相
績
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ハ
日
本
ノ
法
大
切
ナ
リ
攣
易
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」

と
長
男
子
軍
濁
相
綾
制
を
力
説
す
る
江
藤
に
封
し
、
ブ
ス
ケ
は
、
「
封
建
攣
シ
テ

郡
縣
ト
ナ
レ
ト
モ
家
法
ハ
封
建
也
家
ヲ
郡
縣
ノ
如
ク
分
チ
衆
子
二
財
産
ヲ
分
配

ス
ヘ
シ
」
と
お
よ
そ
封
角
線
的
な
立
場
を
明
示
し
、
爾
者
の
見
解
に
は
大
き
な

隔
差
が
あ
つ
た
。
細
川
の
意
見
は
、
「
家
ハ
郡
縣
ノ
組
立
ヨ
リ
封
建
ノ
組
立
ヲ

善
シ
ト
ス
」
と
い
う
守
奮
的
色
彩
の
ぎ
わ
め
て
濃
厚
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

す
な
わ
ち
國
家
灌
力
の
基
礎
と
し
て
、
「
封
建
ノ
組
立
」
と
し
て
の
「
家
」
を

設
定
し
よ
5
と
す
る
考
え
方
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
日
本
側
編
纂
委
員
の

「
衆
議
」
は
、
「
相
績
法
ハ
日
本
ノ
法
換
フ
ヘ
カ
ラ
ス
」
で
あ
つ
た
に
ち
が
い
な

い
。　

も
つ
と
も
ブ
ス
ケ
も
、
「
村
邑
ニ
テ
ハ
産
業
ヲ
一
家
中
二
螢
ム
方
然
ル
ヘ
シ

町
家
ニ
テ
ハ
成
丈
ケ
家
謹
ヲ
分
ツ
方
然
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
、
ま
た
同
じ
席
上
、

　
ジ
父
力
隠
居
セ
ス
叉
ハ
死
セ
ス
ハ
ソ
ノ
家
ノ
主
ナ
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
ス
併
シ

　
　
　
子
力
婦
ヲ
娠
ル
ニ
至
ラ
ハ
別
家
ス
ル
乎

　
玉
　
別
家
ス
ル
モ
ア
リ
叉
ハ
一
家
二
二
三
夫
婦
モ
ア
リ
叉
別
家
シ
テ
本
家
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
三
二
二
）

　
　
　
（
四
字
不
明
）

　
　
　
□
□
ロ
ス
ル
モ
ア
リ

（
一
字
不
明
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
字
不
明
）

　
ロ
　
ソ
ノ
論
ナ
レ
ハ
田
含
ハ
家
□
□
□
ロ
テ
耕
地
ヲ
潰
サ
ス
シ
テ
ヨ
ロ
シ
町

　
　
　
家
ハ
ソ
レ
ニ
モ
及
ハ
ス
耕
地
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ

　
　
　
　
（
「
民
法
會
議
筆
記
」
よ
り
引
用
。
玉
は
玉
乃
、
ジ
は
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ

　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
　
を
指
す
）

と
の
問
答
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
推
測
す
れ
ぽ
、
ブ
ス
ケ
自
身
、
土

地
の
牧
盆
を
経
濟
的
基
盤
と
す
る
農
民
に
つ
い
て
は
箪
濁
相
績
も
ま
た
止
む
を

え
な
い
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
日
本
ニ
テ
ハ
主
人
ノ
ミ
ヲ
奪
フ
ノ
法
ノ
ミ
ア
リ
テ
家

族
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
法
無
シ
」
と
蜥
じ
、
後
日
、
同
じ
民
法
會
議
の
席
で
、
「
厭

洲
ノ
家
法
ハ
主
人
ハ
主
人
子
ハ
子
妻
ハ
妻
ト
自
ラ
其
身
ノ
自
立
ス
ル
檬
二
組
立

タ
ル
モ
ノ
也
日
本
ハ
主
人
ノ
身
ノ
上
ヲ
重
ク
シ
テ
妻
子
ハ
其
命
令
二
從
ヒ
妻
子

ニ
ハ
権
ナ
キ
家
法
ノ
組
立
方
ナ
リ
此
庭
ヨ
リ
考
レ
ハ
厭
洲
ハ
自
ラ
家
法
ヨ
リ
共

和
政
事
ノ
騰
制
ナ
リ
日
本
ハ
家
法
ヨ
リ
自
ラ
郡
縣
ノ
勢
ヲ
醸
セ
リ
是
レ
ハ
國
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盟
）

ノ
自
ラ
別
ナ
リ
味
フ
可
シ
ト
ナ
リ
」
（
「
民
法
口
授
」
）
と
獲
言
し
た
ブ
ス
ケ
に
と

つ
て
、
江
藤
・
細
川
ら
會
議
の
首
麟
の
論
議
は
、
「
甚
不
承
知
」
そ
の
も
の
で

あ
つ
た
ろ
う
。

　
（
1
）
　
江
藤
新
李
の
司
法
卿
就
任
の
期
目
に
つ
い
て
は
、
向
井
健
「
『
民
法

　
　
口
授
』
小
考
」
慶
鷹
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
丈
集
・
法
學
部
法
律
學
關
係

　
　
篇
・
五
〇
一
頁
註
（
1
）
参
看
。



　
　
な
お
、
沼
正
也
教
授
は
四
月
二
十
七
日
読
を
探
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

　
は
「
司
法
澹
革
誌
」
（
昭
和
一
四
年
）
に
擦
つ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る

　
（
沼
「
司
法
省
指
令
の
形
成
を
め
ぐ
る
明
法
寮
の
役
割
」
民
事
法
學
の
諸

　
問
題
・
第
一
巻
・
二
六
三
頁
、
二
六
四
頁
註
4
参
看
）
。

　
　
ち
な
み
に
、
四
月
二
十
七
，
日
と
説
く
他
の
主
要
な
著
書
・
論
丈
に
、
奥

　
準
昌
洪
「
日
本
辮
護
士
史
」
（
大
正
三
年
）
…
二
頁
、
加
太
邦
憲
「
加
太
邦

　
憲
自
歴
譜
」
（
昭
和
六
年
）
一
八
O
頁
、
染
野
義
信
「
裁
判
制
度
ー
法

　
艦
制
準
備
期
ー
」
日
本
近
代
法
蛮
遽
史
・
第
六
審
・
六
〇
頁
、
「
歴
代

　
司
法
大
臣
一
覧
」
法
律
新
聞
・
第
二
三
六
二
號
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
　
さ
き
に
筆
者
が
紹
介
せ
る
司
法
省
民
法
會
議
の
詳
細
な
議
事
録
「
民

　
法
口
授
」
は
（
前
掲
・
向
井
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
四
九
九
頁
以
下
参

　
看
）
、
五
年
＋
月
＋
日
よ
り
の
會
議
録
を
牧
載
し
、
さ
ら
に
、
「
民
法
會
議

　
筆
記
」
と
と
も
に
存
す
る
「
民
法
會
議
記
録
附
驕
文
書
」
（
假
稽
）
中
に

　
も
（
前
掲
論
丈
・
四
九
九
頁
以
下
参
看
）
、
・
同
じ
く
十
月
十
日
以
降
の
議

　
事
筆
記
と
お
ぼ
し
き
丈
書
が
み
ら
れ
る
。

　
　
な
お
、
こ
の
民
法
會
議
に
参
加
し
た
明
法
椹
頭
の
楠
田
英
世
（
司
法
大

　
丞
．
司
法
大
検
事
藻
任
）
の
官
歴
書
の
五
年
十
月
七
日
條
に
、
「
民
法
會

　
議
出
席
可
有
之
事
」
と
あ
る
は
、
時
期
的
に
ま
さ
に
符
合
す
る
（
「
元
老

　
院
勅
奏
到
任
官
履
歴
書
」
〔
奥
附
歓
〕
楠
田
の
項
参
看
）
。

　
　
ち
な
み
に
、
大
熊
淺
衣
郎
「
幕
末
福
岡
藩
洋
行
の
先
駆
松
下
直
美
概
蹟
」

　
（
四
V
筑
紫
史
談
・
第
四
七
集
四
四
頁
に
、
「
明
治
五
年
十
月
十
日
よ
り
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
め
ら
れ
た
る
民
法
會
議
に
は
、
江
藤
司
法
卿
を
始
め
、
雇
岡
大
輔
、
横
田
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
丞
、
島
本
大
丞
、
玉
乃
穫
大
到
事
、
細
川
中
議
官
等
出
席
し
、
御
雇
教
師

　
ジ
ブ
ス
ヶ
及
ブ
ス
ケ
爾
人
の
通
課
を
な
し
、
會
議
の
纏
過
を
整
へ
た
り
」

江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
雫

　
と
み
ゆ
。

（
3
）
　
筆
者
は
前
揚
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
に
お
い
て
、
松
下
直
美
の
日

　
記
に
つ
き
鰯
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
が
（
前
掲
論
丈
・
五
一
四
頁
註
1
3
参

　
看
）
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
こ
の
「
松
下
直
美
日
記
」
は
す
ぐ
る
昭

　
和
二
十
年
六
月
の
雇
岡
室
襲
の
た
め
不
幸
に
も
同
所
に
お
い
て
灰
儘
に
錨

　
し
て
し
ま
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
滅
失
と
い
う

　
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
な
お
、
埋
れ
た
法
典
編
纂
事
業
の
陰
の
恩
人
と
も
総
す
べ
ぎ
松
下
直
美

　
の
功
業
に
關
し
て
は
、
い
ず
れ
稿
を
改
あ
て
嚢
表
い
た
し
た
い
。

（
4
）
　
司
法
省
は
、
明
治
五
年
五
月
二
十
七
日
に
、
大
名
小
路
の
奮
臨
舎
か

　
ら
八
重
洲
町
の
九
條
道
孝
奮
邸
に
移
韓
し
て
い
た
。

（
5
）
　
江
藤
が
司
法
卿
に
任
ぜ
ら
れ
る
直
前
の
五
年
四
月
十
二
日
よ
り
、
明

　
法
寮
に
お
い
て
民
法
典
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
明
法
寮

　
民
法
草
案
の
竣
功
と
な
る
の
で
あ
る
。
石
井
良
助
「
明
法
寮
民
法
草
案
」

　
法
律
時
報
・
第
二
九
巻
八
號
九
六
頁
以
下
滲
看
。

（
6
）
　
前
掲
・
向
井
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
四
九
三
頁
以
下
。

（
7
）
　
川
島
武
宜
・
利
谷
信
義
「
民
法
（
上
）
ー
法
艦
制
準
備
期
ー
」
目

　
本
近
代
法
嚢
達
史
・
第
五
巻
・
一
頁
以
下
。

（
8
）
　
ブ
ス
ケ
、
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ヶ
の
爾
名
に
關
し
て
は
、
手
塚
曲
豆
「
明
治
法

　
制
史
上
に
於
け
る
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
と
ブ
ス
ケ
」
明
治
丈
化
・
第
一
五
巻
一

　
二
號
一
頁
以
下
、
同
「
ブ
ス
ケ
と
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
丈
献
補
遺
」
明
治
丈
化
・

　
第
一
六
巻
七
號
二
三
頁
以
下
に
詳
密
で
あ
る
。

（
9
）
　
「
民
法
口
授
」
に
つ
い
て
は
、
前
註
（
2
）
参
看
。

（
1
0
）
　
「
民
法
假
法
則
」
の
全
丈
が
石
井
博
士
に
よ
つ
て
覆
刻
・
公
表
さ
れ

五
一

（
三
二
三
）



江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

　
る
以
前
に
、
そ
の
存
在
を
し
め
す
資
料
と
し
て
、
さ
ぎ
に
筆
者
は
一
丁
三

　
の
も
の
を
掲
げ
た
が
（
前
揚
・
向
井
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」
四
九
六
－

　
四
九
七
頁
参
看
）
、
そ
の
後
、
當
時
、
左
院
二
等
議
官
と
し
て
民
法
會
議

　
に
出
席
し
て
い
た
細
川
潤
次
郎
の
談
話
を
見
出
し
た
の
で
左
に
補
充
し
て

　
お
く
。

　
　
奮
民
法
に
附
屠
す
る
特
別
法
と
し
て
内
務
省
で
起
草
さ
れ
た
戸
籍
法
案

　
は
、
明
治
二
十
三
年
十
二
月
に
第
一
同
帝
國
議
會
に
上
提
、
ま
ず
貴
族
院

　
の
先
議
に
附
さ
れ
た
が
、
翌
二
十
四
年
一
月
二
十
九
目
、
同
法
案
審
議
の

　
第
一
讃
會
の
席
上
、
細
川
は
つ
ぎ
の
ご
と
き
嚢
言
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
「
是
れ
は
飴
程
古
い
こ
と
で
ご
ざ
ー
す
が
、
彼
の
民
法
假
規
則
な
ど
』

　
云
ふ
も
の
を
持
へ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
「
我
輩
な
ど
も
彼
の
民
法
假

　
（
マ
マ
）

　
規
則
と
云
ふ
た
時
分
か
ら
民
法
に
關
係
を
致
し
て
居
り
ま
し
て
一
番
後
に

　
は
則
ち
昨
年
彼
の
人
事
編
の
御
制
定
に
な
ヶ
ま
す
る
際
ま
で
矢
張
り
民
法

　
に
關
係
を
致
し
て
居
る
」
（
「
大
目
本
帝
國
議
會
誌
」
第
一
巻
二
八
0
頁
、

　
一
八
一
頁
）

（
n
）
　
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
揚
・
向
井
「
『
民
法
口
授
』
小
考
」

　
五
〇
七
頁
以
下
参
看
。
な
お
、
松
下
直
美
に
關
し
て
は
、
前
註
（
3
）
参

　
看
。

（
12
）
　
手
塚
豊
「
明
治
初
年
の
民
法
編
纂
」
（
昭
和
一
九
年
）
　
一
六
六
頁
以

　
下
、
同
「
明
治
初
年
の
民
法
草
案
」
法
學
砺
究
・
第
二
一
巷
七
號
八
頁
以

　
下
参
看
。

（
1
3
）
　
民
法
會
議
示
自
然
滑
滅
し
た
原
因
に
つ
“
て
は
、
前
掲
・
向
井
「
『
民

　
法
口
授
』
小
考
」
五
一
〇
1
五
一
一
頁
参
看
。

（
1
4
）
　
江
藤
司
法
御
は
、
六
年
四
月
十
九
日
に
司
法
省
を
去
つ
て
参
議
に
韓

五
二

（
三
二
四
）

出
し
た
の
で
あ
る
が
（
前
掲
・
沼
「
司
法
省
指
令
の
形
成
を
め
ぐ
る
明
法

寮
の
役
割
」
二
七
二
頁
滲
看
）
、
こ
の
こ
と
に
蓮
關
し
て
、
荒
木
櫻
洲
氏

の
「
辮
令
の
無
い
司
法
卿
」
と
題
す
る
所
論
は
興
味
ふ
か
い
。
長
丈
に
わ

た
り
冗
漫
の
き
ら
い
が
あ
る
が
、
以
下
に
引
用
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
（
「
法

律
新
聞
」
第
一
八
一
六
號
）
。

　
江
藤
新
年
は
明
治
六
年
の
四
月
十
九
日
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
其

際
、
別
に
兼
官
の
僻
令
を
享
け
な
か
つ
た
か
ら
、
表
面
上
で
は
既
に
司
法

卿
の
職
任
を
解
か
れ
た
事
に
な
つ
て
居
る
の
誕
、
世
の
多
く
は
渠
の
肩
書

に
参
議
兼
司
法
卿
の
名
稔
を
冠
し
て
渾
か
ら
ね
徒
輩
あ
る
は
、
之
れ
固
よ

り
官
制
の
如
何
を
識
別
せ
ざ
る
者
の
言
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
乍
併
渠
は

果
し
て
参
議
宣
下
の
後
に
於
て
絶
封
に
司
法
省
と
没
交
渉
で
あ
つ
た
か
、

否
？
、
亦
同
年
四
月
以
降
十
月
廿
五
日
に
桂
冠
し
て
大
木
氏
の
後
任
を
見

る
迄
の
間
、
司
法
卿
は
闘
官
の
儘
で
あ
つ
た
か
、
何
う
か
と
の
黙
に
、
な
る

と
甚
だ
疑
問
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
此
牛
歳
の
期
間
は
決
し
て
次
官
幅

岡
藤
次
に
嫁
つ
て
の
み
省
事
を
代
務
さ
れ
た
の
で
は
な
い
、
夫
れ
は
私
為

最
初
は
頗
る
疑
惑
を
挾
ん
だ
と
云
ふ
の
は
、
後
藤
で
も
、
副
島
で
も
、
大

隈
で
も
、
當
時
正
院
に
入
る
と
與
に
、
皆
、
其
前
任
騰
乃
ち
左
院
外
務
、

大
藏
等
の
事
務
総
裁
を
何
れ
も
兼
振
さ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
、
今
で
云
へ
ば

マ
ア
事
務
取
扱
と
で
も
云
ふ
や
う
な
辮
令
が
交
付
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
大
木

と
江
藤
の
み
は
此
蒙
任
の
辮
令
が
何
う
し
て
も
見
當
ら
な
い
、
百
官
任
解

録
を
見
て
も
、
或
は
明
治
史
要
を
播
い
て
も
頓
と
解
ら
澱
、
私
の
先
考
は

江
藤
氏
の
秘
書
官
虚
で
當
時
司
法
省
七
等
出
仕
で
あ
つ
た
か
ら
、
父
に
就

て
聞
い
て
見
る
と
、
夫
れ
は
辮
令
は
別
に
出
な
か
つ
た
が
、
江
藤
は
入
閣

後
も
矢
張
司
法
事
務
に
關
與
し
て
居
た
と
云
ふ
話
で
あ
つ
た
、
成
程
然
う



愛
は
れ
て
見
る
と
思
ひ
浮
ぶ
事
が
あ
る
、
彼
の
京
都
府
鷹
封
小
野
姜
助
の

韓
籍
事
件
は
渠
が
参
議
に
遷
つ
て
か
ら
一
箇
月
蝕
を
経
て
勃
嚢
し
た
問
題

だ
が
、
當
府
参
事
槌
村
牛
九
郎
の
虚
分
に
就
て
司
法
省
が
正
院
へ
交
渉
す

る
に
は
萬
事
江
藤
を
中
心
と
し
て
居
た
、
渠
は
新
任
参
議
で
、
而
も
閣
僚

中
の
最
末
班
で
あ
つ
た
に
拘
ら
ず
首
と
し
て
是
が
裁
決
の
衝
に
麿
り
、
主

務
省
へ
の
指
令
萬
端
を
掌
つ
た
の
で
あ
る
、
現
に
三
條
太
政
大
臣
が
江
藤

に
移
牒
し
た
公
丈
中
に
も
「
司
法
省
の
手
に
て
取
捌
き
公
明
正
大
に
曲
直

を
別
ち
、
到
然
之
所
置
有
之
候
は
慧
府
に
於
て
も
屈
服
可
致
且
は
司
法
の

爲
に
も
彌
公
明
正
大
の
所
置
相
顯
れ
候
は
父
却
而
至
幸
欺
と
も
考
候
」
云

々
と
有
り
、
且
亦
司
法
省
六
等
出
仕
早
川
勇
の
口
書
に
も
「
淫
式
部
分
に

て
推
問
に
及
ば
ず
慮
分
す
べ
き
旨
口
上
を
以
て
江
藤
参
議
よ
り
御
指
揮
有

之
璽
十
三
日
澄
川
椹
中
検
事
（
名
は
元
環
）
申
立
に
嫁
て
右
犯
罪
は
違
式

に
擬
し
適
當
な
る
を
以
て
適
律
被
相
伺
四
月
十
八
目
に
至
り
上
請
之
通
御

指
令
相
成
候
儀
に
有
之
」
云
々
と
有
る
に
見
て
も
、
殆
ん
ど
渠
は
司
法
長

官
た
る
の
立
場
で
あ
つ
た
事
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
、
全
禮
江
藤
は
司
法
卿
解

任
後
、
如
何
し
て
斯
か
る
實
椹
を
保
有
し
た
か
と
云
ふ
に
、
之
は
潮
つ
て

岩
倉
特
命
全
権
大
使
欧
行
當
時
の
政
情
を
辿
ら
な
け
れ
ば
、
到
底
此
の
謎

は
解
し
難
い
の
だ
、
四
年
十
一
月
に
岩
倉
大
使
が
木
戸
、
大
久
保
等
の
副

使
を
率
ゐ
て
出
登
の
際
、
留
守
閣
員
た
る
三
條
、
西
郷
、
大
隈
、
板
垣
の

諸
氏
と
取
極
め
書
な
る
も
の
を
交
換
し
て
豫
め
不
在
中
に
起
る
べ
き
政
攣

を
控
制
し
た
事
が
あ
．
る
が
、
其
誓
約
の
第
八
項
に
「
諸
官
省
長
官
の
敏
員

な
る
は
別
に
任
ぜ
ず
参
議
之
を
分
任
し
其
規
模
目
的
を
攣
革
せ
ず
」
と
云

ふ
て
あ
る
之
で
始
め
て
内
閣
事
務
分
掌
の
制
度
由
來
が
聞
明
せ
ら
れ
、
亦

疑
問
も
從
つ
て
氷
解
さ
れ
る
の
で
、
依
是
観
此
、
江
藤
は
餅
令
を
用
ひ
ず

江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
綾
論
箏

　
に
司
法
省
事
務
総
裁
の
廉
撮
を
命
ぜ
ら
れ
た
事
が
解
つ
た
、
云
ひ
換
ゆ
れ

　
ば
＋
月
廿
五
目
に
依
願
免
本
官
と
な
つ
た
時
に
司
法
省
の
粟
務
も
解
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
レ

　
て
、
愛
に
大
木
参
議
が
司
法
卿
を
条
ぬ
る
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
、
其
肇

　
誼
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
は
江
藤
の
群
意
賠
許
の
其
目
に
、
岩
倉
太
政

　
大
臣
代
理
か
ら
司
法
省
へ
櫃
村
参
事
拘
留
解
除
の
特
命
を
嚴
達
さ
れ
た
事

　
だ
、
之
れ
な
ど
は
随
分
皮
肉
な
遣
口
で
、
官
僚
氣
分
が
最
も
露
骨
に
登
揮

　
さ
れ
て
居
る
か
ら
可
笑
し
い
テ
。

（
1
5
）
　
民
法
會
議
開
催
中
の
五
年
＋
二
月
三
目
を
も
つ
て
、
新
暦
の
六
年
一

　
月
一
目
と
な
つ
た
こ
と
に
注
意
を
は
ら
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
な
お
、
的
野
牛

　
介
「
江
藤
南
白
」
（
上
）
（
大
正
三
年
）
七
〇
七
頁
に
、
「
民
法
編
纂
會
議

　
の
際
、
太
陽
暦
探
用
の
通
牒
が
あ
つ
た
と
ぎ
、
江
藤
は
、
憤
然
席
を
蹴
つ

　
て
起
つ
た
こ
と
を
畳
て
居
る
」
（
細
川
潤
次
郎
實
話
）
と
み
ゆ
。

（
16
）
　
前
揚
・
手
塚
「
明
治
初
年
の
民
法
編
纂
」
六
五
頁
以
下
、
前
掲
・
同

　
「
明
治
初
年
の
民
法
草
案
」
七
頁
以
下
参
看
。

（
1
7
）
　
箕
作
の
佛
蘭
西
民
法
醗
課
事
情
に
關
し
て
は
、
手
塚
豊
「
佛
蘭
西
法

　
典
の
移
入
」
歴
史
と
盤
活
・
第
六
巻
五
號
三
二
頁
以
下
に
詳
し
い
。

（
1
8
）
　
も
つ
と
も
、
た
だ
ち
に
第
三
十
四
條
よ
り
審
議
を
開
始
し
た
の
で
は

　
な
く
、
ま
ず
第
十
一
條
・
第
十
五
條
・
篇
本
第
四
條
な
ど
に
つ
ぎ
討
論
を

　
行
つ
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
　
こ
こ
に
粘
篇
本
」
と
い
う
は
、
「
民
法
會
議

　
記
録
附
驕
丈
書
」
中
に
綴
込
ま
れ
た
る
六
ヵ
條
よ
り
成
る
草
案
を
指
稻
す

　
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
一
の
丈
書
が
、
い
わ
ゆ
る
「
箕
作
課
佛
國
民
法
書
入

　
本
」
中
の
第
二
十
三
條
と
第
二
十
四
條
と
．
の
間
に
も
と
く
に
挿
入
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
・
マ
不
明
）

　
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
、
「
此
條
箕
作
氏
の
課
ロ
ニ
無
シ
ブ
ス
ヶ
i
氏
佛
昆

　
（
一
芋
不
明
）

　
法
ロ
ヨ
リ
課
出
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
の
朱
筆
の
書
入
が
到
讃
で
き
る
。

五
三

（
三
二
五
）



江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
箏

（
1
9
）
　
玉
乃
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊
「
玉
乃
世
履
」
法
學
セ
ミ
ナ
ー
・
第
三

　
六
號
五
〇
頁
以
下
滲
看
。

　
　
な
お
、
玉
乃
に
は
、
明
治
九
年
に
も
の
し
た
相
綾
法
意
見
書
が
あ
り
、

　
「
戸
籍
法
ノ
存
ス
ル
内
ハ
、
戸
主
相
績
即
チ
財
産
相
績
ナ
ル
故
二
、
戸
籍

　
法
ノ
在
リ
ナ
ガ
ラ
別
法
財
産
分
括
法
ハ
立
テ
ラ
y
ヌ
コ
ト
ナ
リ
。
故
二
戸

　
籍
ア
ル
内
ハ
財
産
相
績
ト
云
ヘ
バ
戸
主
相
績
ノ
コ
ト
、
分
産
ト
云
ヘ
バ
分

　
戸
ノ
コ
ト
ト
心
得
ザ
レ
バ
、
他
ノ
諸
法
二
響
キ
、
大
憂
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ナ

　
ル
ベ
シ
」
「
分
産
法
モ
結
構
ナ
ル
コ
ト
ユ
ヘ
ニ
、
之
ヲ
行
ソ
ト
欲
セ
バ
分

　
戸
法
二
因
リ
テ
其
目
的
ヲ
途
ゲ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
論
じ
て
い
る
。
家
永

　
三
郎
「
新
民
法
精
神
の
萌
芽
」
日
本
近
代
思
想
史
研
究
・
一
〇
七
頁
以
下

　
滲
看
。

（
2
0
）
楠
田
に
關
し
て
は
、
前
註
（
2
）
参
看
。
な
お
、
荒
木
櫻
洲
「
法
制
官

　
と
し
て
の
楠
田
英
世
」
法
律
新
聞
・
第
一
八
四
四
號
滲
看
。

（
2
1
）
　
前
註
（
1
0
）
参
看
。
細
川
は
、
五
年
二
月
に
中
議
官
に
任
ぜ
ら
れ
た

　
が
、
民
法
會
議
開
始
の
直
前
た
る
同
年
＋
月
八
目
に
、
中
議
官
が
屡
止
さ

　
れ
、
同
目
附
を
も
つ
て
改
め
て
二
等
議
官
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
2
2
）
　
小
田
切
盛
徳
は
司
法
大
録
と
し
て
會
議
に
列
し
た
の
で
あ
り
、
「
民

　
法
會
議
筆
記
」
「
民
法
會
議
記
録
附
騰
丈
書
」
な
ど
の
稀
襯
資
料
は
、
實

　
に
彼
の
筆
録
に
成
る
。
前
掲
・
向
井
「
『
民
法
口
投
』
小
考
」
四
九
九
頁
、

　
五
〇
一
頁
註
（
1
0
）
参
看
。

（
2
3
）
　
依
田
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
石
井
「
左
院
の
民
法
草
案
」
（
二
）
國
家

　
學
會
雑
誌
・
第
六
〇
巻
六
號
七
〇
頁
註
（
3
）
参
看
。

　
　
大
園
は
司
法
省
九
等
出
仕
で
あ
り
、
後
藤
は
、
お
そ
ら
く
は
司
法
椹
中

　
屡
牌
で
あ
つ
た
ろ
う
。

五
四

（
一
二
一
一
山
ハ
）

（
2
4
）
　
前
掲
・
手
塚
「
明
治
初
年
の
民
法
草
案
」
一
二
頁
以
下
参
看
。
な
お
、

　
石
井
良
助
「
江
藤
司
法
卿
時
代
の
同
省
民
法
草
案
」
法
律
時
報
・
第
二
九

　
巻
五
號
一
一
三
頁
滲
看
。

（
2
5
）
　
江
藤
の
屡
妾
建
議
を
め
ぐ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
向
井
「
『
民

　
法
口
授
』
小
考
」
五
〇
三
頁
以
下
参
看
。

（
26
）
　
ヂ
ュ
・
ブ
ス
ケ
は
ブ
ス
ケ
の
通
課
ど
し
て
民
法
會
議
に
出
席
し
て
い

　
た
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
ブ
ス
ケ
の
意
見
と
推
考
し
て
も
、
ま
ず
間

　
違
い
あ
る
ま
い
。

（
2
7
）
　
六
年
二
月
＋
五
日
に
開
か
れ
た
會
議
の
席
上
に
お
け
る
ブ
ス
ケ
の
嚢

　
言
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
日
は
、
皇
族
身
分
謹
書
に
關
し
、
ブ
ス
ケ

　
立
案
に
か
か
る
草
案
を
協
議
し
て
い
た
。
「
民
法
假
法
則
」
第
六
＋
九
條

　
以
下
三
ヵ
條
と
し
て
成
稿
し
た
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

三
　
む
す
び

　
以
上
、
司
法
省
民
法
會
議
の
、
そ
の
審
議
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
傳
え
る
「
民
法

口
授
」
「
民
法
會
議
筆
記
」
の
二
文
書
に
も
と
づ
き
、
討
議
の
途
上
、
た
ま
た

ま
惹
起
せ
る
相
績
制
を
め
ぐ
る
論
雫
の
纒
過
を
辿
つ
て
み
た
。

　
明
治
の
黎
明
期
、
民
法
典
編
纂
事
業
の
も
つ
と
も
有
力
な
推
進
者
で
あ
つ
た

江
藤
を
は
じ
め
と
し
て
、
主
要
な
委
員
た
ち
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
こ
の
相
綾
論

議
は
、
立
法
史
的
見
地
よ
り
し
て
き
わ
め
て
興
趣
ふ
か
く
、
か
つ
籔
多
の
重
要

問
題
を
含
ん
で
い
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
事
柄

と
思
料
せ
ら
れ
る
。



　
當
時
の
革
新
の
意
氣
に
も
え
た
司
法
省
を
ひ
き
い
る
若
き
司
法
卿
江
藤
に
し

（
－
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）

て
、
な
お
長
男
子
輩
濁
相
績
と
い
う
一
線
か
ら
腕
却
し
え
な
か
つ
た
事
實
は
、

こ
の
後
に
き
た
る
べ
き
民
法
典
に
規
定
さ
れ
る
相
績
制
度
の
行
手
を
灰
示
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
る
、
と
も
い
い
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
く
、
共
同
相
績
か
、
長
男
子
箪
濁
相
績
か
、
と
い

う
命
題
は
、
わ
が
民
法
典
の
一
中
心
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て

は
た
だ
資
料
の
紹
介
の
み
に
と
ど
め
、
そ
の
問
題
の
考
究
・
吟
味
は
、
將
來
の

　
　
　
　
　
（
5
）

機
會
に
挨
ち
た
い
。

（
1
V
　
こ
の
論
争
の
直
後
の
五
年
十
一
月
二
十
三
目
、
江
藤
司
法
卿
と
司
法

　
大
輔
福
岡
孝
弟
と
の
蓮
名
で
正
院
に
提
出
し
た
慶
妾
建
議
は
、
ま
さ
に
江

　
藤
の
面
目
を
充
分
に
蛮
揮
し
て
い
る
、
　
と
い
い
え
よ
う
。
本
稿
四
八
頁

　
お
よ
び
五
四
頁
註
（
2
5
）
滲
看
。

　
　
な
お
、
向
井
健
「
明
治
前
期
に
お
け
る
養
子
論
」
法
學
研
究
・
第
二
九

　
巻
五
號
五
六
頁
註
（
5
）
参
看
。

（
2
）
　
こ
の
黙
に
つ
き
、
前
掲
・
川
島
・
利
谷
「
民
法
（
上
）
－
法
畿
制
準

　
備
期
1
」
一
二
頁
註
（
7
）
に
み
ら
れ
る
見
解
は
聞
ぐ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
こ
の
司
法
省
民
法
會
議
に
さ
ぎ
だ
つ
数
ヵ
月
前
、
明
法
寮
に
お
い
て

　
編
纂
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
明
法
寮
民
法
草
案
た
る
「
皇
國
民
法
假
規
則
」

　
が
、
長
男
子
軍
濁
相
縛
“
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
前
註
所

　
引
論
文
・
八
頁
参
看
。

　
　
な
お
、
い
わ
中
る
明
法
寮
民
法
草
案
に
つ
い
て
は
、
本
稿
五
一
頁
註

　
（
5
）
滲
看
。

江
藤
主
催
司
法
省
民
法
會
議
に
お
け
る
相
績
論
雫

（
4
）
　
か
の
明
治
民
法
が
施
行
さ
れ
た
の
が
明
治
三
十
一
年
七
月
で
あ
る

　
が
、
そ
の
十
年
後
、
エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ン
（
O
q
oo
一
即
く
国
o
屏
暮
Φ
一
目
）
は
こ
れ

　
に
規
定
さ
れ
た
る
相
綾
制
度
を
批
評
し
て
、
「
目
本
相
績
法
は
他
の
多
く

　
の
親
族
法
上
の
規
定
と
共
に
や
が
て
改
め
ら
る
べ
き
一
時
的
の
も
の
な

　
り
」
と
指
摘
し
た
（
中
川
善
之
助
「
エ
ッ
ク
ス
タ
イ
ソ
の
『
目
本
親
族
法

　
論
』
」
画
家
畢
會
雑
誌
・
第
四
〇
巻
五
號
四
〇
頁
）
。

（
5
）
　
明
治
前
期
の
相
績
論
に
つ
い
て
、
筆
者
は
他
日
を
期
す
る
も
の
で
あ

　
る
が
、
手
塚
豊
「
明
治
前
期
の
養
子
反
封
論
」
法
學
研
究
・
第
二
八
巻
四

　
號
四
九
頁
以
下
、
前
揚
・
向
井
「
明
治
前
期
に
お
け
る
養
子
論
」
五
五
頁

　
以
下
、
向
井
健
「
明
治
九
年
の
養
子
論
争
と
植
木
枝
盛
」
法
學
砺
究
・
第

　
二
九
巻
七
號
五
四
頁
以
下
の
三
編
に
牧
載
さ
れ
た
る
資
料
中
に
は
、
相
績

　
制
度
に
關
す
る
見
解
が
す
く
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
。
大
方
の
参
照
を
切
に

　
希
求
し
た
い
。

五
五

（
三
二
七
）


